
諏訪広域連合  広域連合長選挙が行われました

こ
の
た
び
、四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ

り
、諏
訪
広
域
連
合
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

広
域
連
合
長
在
任
中
は
、諏
訪
圏
域
住
民
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、広
域
行
政
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
十
二
年
七
月
の
諏
訪
広
域
連
合
発
足
か
ら
、

十
五
年
に
渡
り
広
域
連
合
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
間
に
、地
方
分
権
の
本
格
化
、少
子

高
齢
化
、高
度
情
報
化
な
ど
、地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、広
域
行
政
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、介
護
保
険
事

業
の
広
域
運
営
の
開
始
、諏
訪
地
区
小
児
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、県
や
関
係
市
町
村
か
ら
の
出
資
に

よ
る「
諏
訪
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
」を
活
用
し
た

各
種
地
域
振
興
事
業
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
恋
月

荘
」の
移
管
な
ど
、多
く
の
事
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
、諏
訪

広
域
消
防
の
真
の
一
元
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
年
四

月
に
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
し
、よ

り
質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

事
業
を
進
め
る
際
は
、六
市
町
村
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
を
重
視
い
た
し
ま
し
た
。さ
な
が
ら
正
六
角
形

の
ハニ
カ
ム
構
造
が
最
も
効
率
的
に
最
大
限
の
強
度
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、六
市
町
村
が
頂
点
を
成
す
諏
訪

広
域
が
引
き
続
き
強
固
な
基
盤
の
も
と
に
、ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、退
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

▼  

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
諏
訪
広
域
連
合
長

山
田
　
勝
文

五
月
八
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
諏
訪
広
域
連
合
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、広
域
連
合
長
の
要
職
に
選
任

さ
れ
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

諏
訪
広
域
連
合
は
、圏
域
二
十
万
人
の
住
民
福
祉

の
向
上
や
地
域
振
興
の
た
め
、六
市
町
村
の
連
携
に

よ
り
広
域
的
に
抱
え
る
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。本
年
四
月
に
は
一
元
化
に
よ
る
真
の
広
域
消
防

体
制
が
始
動
し
、広
域
全
体
に
わ
た
る
効
率
的
・
効
果

的
な
消
防
・
救
急
業
務
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、圏
域
全
体
で
高
齢
化
が
進
む
現

在
、新
た
に
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
を
進
め
て
い
ま

す
。昨

年
十
一
月
に「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」創
生
と
好

循
環
を
確
立
す
る
た
め
の
地
方
創
生
関
連
二
法
案
が

可
決
・
成
立
し
、「
地
方
の
時
代
」の
本
格
化
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、諏
訪
圏
域
の
活
性
化
を
確
実
に
実
現
す

る
た
め
に
は
、各
市
町
村
の
個
性
を
磨
く
と
と
も
に
、

今
ま
で
以
上
に
広
域
連
携
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
広
域
連
合
の
成
果
を
踏
ま

え
、圏
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
な
が
ら
連
携
と
協
力

を
第
一に
六
市
町
村
で
手
を
携
え
て
、圏
域
住
民
の
皆

様
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
事
業
の
推
進
と
円
満
な
運

営
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、圏
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

▼  

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

諏
訪
広
域
連
合
長

金
子 

ゆ
か
り
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諏訪広域連合

広報すわこういき
主な内容
・広域連合長選挙

・広域消防新体制始動

・平成27年度諏訪広域連合予算

・介護保険だより

・広域トピックス

・圏域市町村 ：３市２町１村

・圏 域 人 口 ：１９８，２６６人

・圏 域 面 積 ：７１５．４１k㎡
（平成27年4月1日現在）

５月８日、諏訪市役所内において、広域連合長選挙が関係市町村長６名の投票により行われました。
広域連合長は金子ゆかり諏訪市長、副広域連合長は広域連合長以外の５市町村長に決定しました。
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諏
訪
広
域
消
防
体
制
の
一
元
化
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
。

諏
訪
広
域
消
防
本
部  

新
体
制
始
動

諏
訪
広
域
消
防
本
部  

新
体
制
始
動

　

諏
訪
広
域
連
合
は
諏
訪
地
域
の
消
防
体
制
の
い
っ
そ
う
の
強
化
・
充
実
の
た
め
、「
広
域
消
防
の
真
の
一
元
化
事
業
」

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
及
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
本
年
２
月
よ
り
仮
運
用
が
行
わ
れ
、
４
月
の
本
格
運
用
開
始
と
と
も
に
、
一
元
化
に
よ
る

新
体
制
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
諏
訪
圏
域
内
６
市
町
村
か
ら
の
通
報
に
的
確
に
対
応
で
き
る
高
度
な
消
防
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。

通報・
受信 受信体制受信体制

　諏訪地域における119番
通報はすべて消防本部の消
防指令センターで受け付けま
す。これにより、出動区域の
制約がなくなり、的確な部隊
出動が可能となります。
　通常の固定・携帯電話に
よる通報だけでなく、聴覚な
ど障がいのある方からはEメ
ールやFAXを使った通報を
行うことができます。

　通報者の位置情報を受信
し、迅速に災害場所を特定
します。

▲統合型位置情報システム

情報
整理

高機能
消防指令
センター

高機能
消防指令
センター

　発信者位置情報・地図
検索・自動出動指定装置等
の組み合わせにより、迅速
で高度な指令業務に繋げま
す。

　杖突峠・消防本部に設置
した高倍率・高感度カメラに
より、火災・災害などの状
況を把握し現場活動を支援
します。

▲高所監視カメラ装置

消防指令センター



広報すわこういき-３

新体制による119番通報から現場到着までの流れと、活動を支える設備

通報をすると、指令員が以下のことを順番に尋ねますので、落ち着いてはっきり正確に答えましょう。
　①火事ですか。救急ですか。
　②住所は何市町村、何丁目、何番、何号ですか。
　③【火事の場合】何が燃えていますか。【救急の場合】どうしましたか。
　④よろしければ、あなたのお名前と電話番号を教えてください。
●通報時にあわてて電話を切らないようにしましょう。
　救急車や消防車は通報中でも出場しますので、まずは落ち着いて、はっきり答えてください。
●サイレンを鳴らさずに現場に行くことはできません。
　救急車や消防車は「赤色灯」をつけ「サイレン」を鳴らして走行するように法律で義務付けられています。
●適切な１１９番通報にご協力をお願いします。
　１１９番は緊急専用です。「当番医を教えて」、「火事はどこか」などの問い合わせや相談には応じていません。

指令 出動指令出動指令

　指令予告・出動指令等の
内容は自動的に音声に合成
され、即時に消防署や車両
に送信されます。指令員は緊
急通報の受付をしながら指
令をかけることができ、出動ま
での大幅な時間短縮が図れ
ます。

　消防救急無線のデジタル
化により秘匿性を確保、また、
映像などのデータ通信を行う
ことができます。

▲消防救急デジタル無線

出動 的確な
車両編成
的確な
車両編成

　出動車両には車両運用端
末装置を装備し、災害現場
まで的確に自動ナビゲーショ
ンします。また、消防水利
や危険物施設などの活動支
援情報を見ることができま
す。

▲車両運用端末装置

現場
活動 現場活動支援現場活動支援

　車載カメラやタブレット端末
から災害現場の映像を消防
指令センターへリアルタイム
で伝送します。消防指令セ
ンターでは、映像を保存しな
がら、大型表示盤等へ表示
することができます。

▲現場映像情報収集装置

　災害発生現場に最も近い
車両や複数消防署からの同
時出動が可能です。

　消防指令センターからは
様々な現場活動支援情報を
提供します。

１１９番通報時のお願い ～通報はあわてずはっきり正確に！～

災害情報のお問い合わせは… 災害情報テレホンガイド
火災などの災害が発生した時に、その情報を広く住民の皆様に
リアルタイムで提供します。☎0180-992-100

※その他のお問い合わせは、諏訪広域消防本部　☎0266-21-1190へ
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　平成27年度諏訪広域連合予算が3月議会定例会において可決されました。
　予算総額は、一般会計・特別会計合わせて208億6,239万3千円となり、予算規模は前年度当初予算に比
べ、金額で3億1,247万4千円の減額、率にして1.5％減となりました。

合　　　計
208億6,239万3千円

救護施設八ヶ岳寮特別会計
3億8,381万円（1.8%）

諏訪広域消防特別会計
22億4,811万円（10.8%）

諏訪地域ふるさと振興基金事業特別会計
1,702万5千円（0.1%）

一般会計
3億263万7千円（1.5%）

介護保険特別会計
179億1,081万1千円（85.9%）
介護保険特別会計
179億1,081万1千円（85.9%）

　本広域連合は、関係６市町村の相互理解と協力のもと、連携を密にして諏訪圏域の一体的な発展に期するため、
諏訪広域連合広域計画に基づき、広域行政を進めます。
　平成27年度の予算編成に当たっては、経常的経費の前年度同額を基本に、事務の効率化に努め、費用対効果を
高めることを基本として、圏域住民のみなさんの安全・安心な暮らしに役立つことを目的に予算編成を行いました。
〈主な重点事業〉
①平成27年4月からの広域消防一元化へのスムーズな移行及び、消防救急デジタル無線及び高機能消防指令センタ
ーの本格運用、予算の一本化によるスケールメリットを活かした適正な予算執行管理、広域連合全体の情報シス
テムの導入による事務事業の更なる効率化
②第6期介護保険事業計画に基づいた事業の推進
③広域のスケールメリットを生かした特色ある婚活支援事業の実施、スポーツ振興団体への補助金支給、災害時等
における情報収集や伝達を行うツールの多様化
④救護施設八ケ岳寮入所者への安心・安全なサービスの提供
⑤諏訪地区小児夜間急病センターの安定的な経営

一般会計

八ヶ岳寮特別会計

介護保険特別会計

諏訪広域消防特別会計

諏訪地域ふるさと
振興基金事業特別会計

　　 合　計

302,637

383,810

17,910,811

2,248,110

17,025

20,862,393

495,100

409,370

17,569,159

2,652,163

49,075

21,174,867

区　　分 平成27年度 平成26年度 増減率（％）

▲38.9

▲6.2

1.9

▲15.2

▲65.3

▲1.5

（単位：千円）

平成27年度　諏訪広域連合予算

○新職員衛生管理体制整備に伴う産業医報酬（31万円増）

・介護保険システム改修委託料　　（1,491万5千円増）

・介護保険給付費　　　　　　（2億5,687万5千円増）

・介護給付費準備基金積立金　　　（5,390万4千円増）

・指令センター通信料　　　　　　（1,480万9千円増）

○新緊急災害時FM放送施設整備委託料     （48万5千円増）

予算構成内訳

予算編成方針

主な新規事業・増加額が著しい事業等 会計別予算額前年度比

※○新は新規事業を示します
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●歳　入

項　目

保険料

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

●歳　出

項　目

総務費

保険給付費

基金積立金

地域支援事業費

公債費

諸支出金

予備費

予算額

3,947,400

2,495,021

301

4,024,320

4,835,037

2,571,728

954

30,000

3,002

3,048

予算額

273,241

17,053,459

55,011

520,342

756

6,002

2,000

(単位：千円）

主な内容

被保険者保険料

関係6市町村からの負担金

督促手数料他

介護給付費交付金、地域支援事業支援交付金

介護給付費負担金、地域支援事業交付金

基金利子

低所得者保険料軽減繰入金

前年度からの繰越金

貸付金元利収入、受託事業収入

　

主な内容

介護一般管理費

介護・介護予防サービス等諸費

基金への積立金

高齢者等を対象とした介護予防事業

基金繰替運用利子

介護サービス利用資金の貸付金他

介護保険特別会計 179億1,081万1千円

●歳　入

項　目

分担金及び負担金

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

●歳　出

項　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

予備費

予算額

198,947

20,000

11,981

614

8,677

5,102

57,316

予算額

1,861

186,965

56,010

57,301

500

(単位：千円）

主な内容

関係6市町村からの負担金

介護保険低所得者保険料軽減国庫負担金

小児夜間急病ｾﾝﾀｰ他のための県補助金他

基金利子

総合福祉基金繰入金

前年度からの繰越金

主な内容

議会運営のための経費

一般管理費、福祉連携事業費、防災啓発共同事業費

介護サービス利用者の補助、助成費

一般会計 3億263万7千円

●歳　入

項　目

財産収入

繰越金

諸収入

●歳　出

項　目

ふるさと振興事業費

予備費

予算額

13,886

3,137

2

　

予算額

16,925

100

(単位：千円）

主な内容

基金利子

前年度からの繰越金

預金利子他

　

主な内容

ふるさと振興事業費

諏訪地域ふるさと振興基金事業特別会計 1,702万5千円

●歳　入

項　目

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

連合債

●歳　出

項　目

消防費

公債費

予備費

予算額

2,098,906

1,161

89

93,525

4,329

50,100

予算額

2,154,371

91,739

2,000

(単位：千円）

主な内容

関係6市町村からの負担金

危険物許認可等手数料

特例事務処理交付金

前年度からの繰越金

防火管理講習会受講料他

消防施設整備事業債

　

主な内容

本部運営費

施設整備事業費借入金の償還

　

諏訪広域消防特別会計 22億4,811万円

●歳　入

項　目

分担金及び負担金

県支出金

財産収入

寄附金

繰越金

諸収入

●歳　出

項　目

民生費

公債費

予備費

予算額

303,513

75,911

172

1

1,000

3,213

予算額

339,547

43,263

1,000 

(単位：千円）

主な内容

関係6市町村からの負担金等

施設事務費負担金・施設生活費負担金

基金利子

寄附金

前年度からの繰越金

職員給食費他

　

主な内容

施設管理費・施設事業費

改築事業費借入金の償還

救護施設八ヶ岳寮特別会計　             3億8,381万円

会計別予算の概要

介護給付費負担金、調整交付金、
地域支援事業交付金、システム改修事業費補助金

派遣職員分負担金、
小児夜間急病センター施設等使用料他

救急医療確保のための補助事業費
小児夜間急病センター運営委託費



広報すわこういき-6

介護保険だより介護保険だより
（１）一定以上の所得のある方の利用者負担割合が２割に変わります

（２）施設入所等の居住費・食費の軽減についての支給基準が変わります

合計所得金額が年額160万円以上で、年金収入等とその他の合計所得金額の合計が単身世帯
で280万円以上、2人以上世帯で346万円の方が２割負担となります。

以下のいずれかに該当する場合は、居住費・食費の軽減対象にはなりません。
①配偶者の所得を勘案→世帯分離をしていても配偶者が課税されている方
②預貯金等を勘案→一定額超の預貯金等（単身で1000万円超、夫婦世帯で2000万円超）　
　　　　　　　　　がある方。本人の申告で判定。金融機関への照会、不正受給に対するペ
　　　　　　　　　ナルティ（加算金）を設ける。

（３）高額介護サービス費の限度額の一部が変わります

介護保険では、１ヶ月ごとの利用者負担が限度額を超えたとき、限度額を超えた額を高額介
護サービス費として払い戻しをしています。

※課税所得145万円以上で、年収が単身世帯383万円以上、2人以上世帯520万円以上の方になります。

● 介護保険サービスの利用者負担変更のお知らせ ●

平成27年7月までの負担割合 平成27年8月からの負担割合

一律　１割
合計所得金額
160万円以上の方など 2割

上記以外の方 １割

平成27年7月までの限度額 平成27年8月からの限度額

一　般　37,200円（世帯）

住民税非課税世帯等 24,600円（世帯）
年金収入80万円以下等 15,000円（個人）
生活保護受給者等 15,000円（世帯・個人） 

現役並み所得相当※　44,400円

一　般　　　　　　  37,200円

据え置きとなります

平成27年

8月から
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住民税

［平成 2 7年度　年額介護保険料］

本人

○　

非
課
税

○　

非
課
税

●　

課　

税

●　

課　

税

世帯
前年の合計所得金額　　など 保険料段階

（保険料率）

保険料額

年額 月額（約）
※１

2,140円

3,477円

3,745円

4,815円

5,350円

5,617円

5,885円

7,222円

8,560円

9,095円

10,165円

10,967円

11,770円

12,572円

80万円以下の方

80万円を超えており120万円以下の方

120万円を超えている方

80万円以下の方

80万円を超えている方

80万円未満の方

80万円以上125万円未満の方

125万円以上200万円未満の方

200万円以上300万円未満の方

300万円以上400万円未満の方

400万円以上600万円未満の方

600万円以上1,000万円未満の方

1,000万円以上1,500万円未満の方

1,500万円以上の方

25,680円

41,730円

44,940円

57,780円

64,200円

67,410円

70,620円

86,670円

102,720円

109,140円

121,980円

131,610円

141,240円

150,870円

第 １ 段 階
（基準額×0.40）

第 ２ 段 階
（基準額×0.65）

第 ３ 段 階
（基準額×0.70）

第 ４ 段 階
（基準額×0.90）

第 ５ 段 階
（基準額）

第 ６ 段 階
（基準額×1.05）

第 ７ 段 階
（基準額×1.10）

第 ８ 段 階
（基準額×1.35）

第 ９ 段 階
（基準額×1.60）

第10段階
（基準額×1.70）

第11段階
（基準額×1.90）

第12段階
（基準額×2.05）

第13段階
（基準額×2.20）

第14段階
（基準額×2.35）

老齢福祉年金を受給している方
生活保護を受けている方

前
年
の
合
計
所
得
金
額
と

課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

前
年
の
合
計
所
得
金
額

○ ○

○ ○

○ ○

○ ●

○ ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

※１　合計所得金額とは、１年間の収入額から必要経費などを差し引いた金額です。
　　　年金収入のみの方であれば「年金収入額－公的年金等控除＝合計所得金額」となります。
　　　年金以外に所得があれば、他の所得もあわせたものを合計所得金額とします。
※介護保険事業計画のより詳細な内容については、「諏訪広域連合第6期介護保険事業計画ダイジェスト版」（全戸配布）をご覧下さい。
　諏訪広域連合ホームページにも掲載しています。

諏訪広域連合介護保険課　長野県茅野市塚原二丁目６番１号（茅野市役所内）
TEL　0266-82-8161　FAX　0266-71-2071

● 平成27年度から、介護保険料が変更になりました ●
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火
災
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、消
火
栓
か
ら

の
放
水
訓
練
を
利
用
者

さ
ん
と
職
員
が
一
緒
に

行
い
ま
し
た
。

　

八
ヶ
岳
寮
で
は
定
期

的（
年
５
回
）に
避
難
訓

練
を
行
い
、利
用
者
の
皆

さ
ん
の
安
全
確
保
と
職

員
の
意
識
向
上
、対
策

の
確
認
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
諏
訪
広
域
消
防
一
元
化
後
初
の
開
催

と
な
り
、管
内
６
消
防
署
か
ら
救
助
隊
員
46
人

が
出
場
し
、県
救
助
技
術
大
会
へ
の
出
場
権
を
か

け
、救
助
技
能
を
競
い
合
い
ま
し
た
。こ
の
大
会

は
、日
頃
鍛
え
抜
い
た
救
助
技
術
を
披
露
し
、互

い
の
知
識
や
技
術
を
交
換
す
る
こ
と
で
、よ
り
高

度
な
救
助
技
術
と
強
靭
な
体
力
や
精
神
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
ロ
ー
プ
応
用

登
は
ん
」、「
障
害
突
破
」な
ど
、全
６
種
目
が
行

わ
れ
、好
成
績
を
収
め
た
23
人
の
隊
員
が
、６
月

20
日
に
行
わ
れ
る
長
野
県
消
防
救
助
技
術
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

八
ヶ
岳
寮
　
避
難
訓
練

４
月
23
日　

救
護
施
設　

八
ヶ
岳
寮

　

茅
野
市
一
斉
の「
春
季

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」に

参
加
し
、地
元
金
沢
地

区
内
の
道
路
沿
い
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
７
名
、職
員

２
名
が
参
加
し
、
道
路

沿
い
で
た
ば
こ
の
吸
い

殻
や
空
き
缶
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
拾
い
、地
域

貢
献
活
動
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
道
路
を

使
う
人
が
気
持
ち
良
く

通
行
で
き
る
よ
う
協
力

し
た
い
。」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

八
ヶ
岳
寮

春
季
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
参
加

４
月
19
日　

茅
野
市　

金
沢
地
区

平
成
27
年
度

長
野
県
消
防
救
助
技
術
大
会

出
場
隊
員
選
考
会

４
月
30
日　

岡
谷
消
防
署
訓
練
塔

　

諏
訪
広
域
消
防
本
部
で
は
、住
民
の
方
を
対
象
に
応
急
手
当
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。本
年
度
の
講
習
会
の
開
催
予
定
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

受
講
希
望
の
方
は
、開
催
場
所
の
消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署
に
事
前
に
申

請
を
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
の
様
式
は
諏
訪
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

詳しくは諏訪広域連合ホームページをご覧いただくか、諏訪広域消防本部または最寄りの
消防署までお問い合わせください。

平
成
27
年
度
応
急
手
当
講
習
会
の
ご
案
内

平
成
27
年
度
応
急
手
当
講
習
会
の
ご
案
内

諏
訪
広
域
消
防
本
部

講習開催予定日 開催予定場所
平成27年 5月10日㈰

　7月15日㈬
8月  8日㈯

10月17日㈯
12月  5日㈯

平成28年 2月  7日㈰

岡谷消防署

原消防署

下諏訪消防署

富士見消防署

諏訪消防署

茅野消防署

電話番号
0266‐22‐0119
0266‐79‐2442
0266‐28‐0119
0266‐61‐0119
0266‐52‐0119
0266‐72‐0119

《普通救命講習Ⅰ》　※各会場共受講者が５人に満たない場合は開催しません

講習開催予定日 開催予定場所
平成27年 9月19日㈯ 諏訪広域消防本部

電話番号
0266-21-1190

《上級救命講習》　

講習開催予定日 開催予定場所
平成27年 11月21日㈯～23日㈪ 諏訪広域消防本部

電話番号
0266-21-1190

《普及員講習》　

講習開催予定日 開催予定場所
平成28年 2月17日㈬ 諏訪広域消防本部

電話番号
0266-21-1190

《乗務員定期講習》　

※普通救命講習Ⅰ 12月 5日㈯諏訪消防署会場では、普及員再講習も同時開催します。

※


